
スマート選果システムによって得られたデータを生産者で共有。分析データに基づき適正な栽培管理を行うことで収益性アップ

生産方式革新実施計画の概要●●
エリア

データ共有・分析

申請者：
山竹猪農業株式会社（青森県青森市）

促進事業者：
【サービス事業者】株式会社 日本農業（東京都品川区）

対象品目：
りんご

スマート農業技術：
スマート選果システム

新たな生産方式：
サービス事業者を通じた他の生産者とのデータ共有・分析等から次
期の適正な栽培管理の実施

活用を計画している支援措置：
補助事業の優遇措置

スマート選果システム

他の生産者の栽培管理、選果データを
収集・分析し、栽培管理提案
他の生産者のデータを提供

品質・収量向上効果の増大

東北
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【サービス事業者】
株式会社 日本農業

複数データに基づく、次期の適正な
栽培管理を実施

他の生産者

山竹猪農業 株式会社
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